
第52回大会〕 住　　居

2Jp-5　　　　小学生の生活圏　（その1）1日の行動距離

　　　　　　　○北浦かほる＊　　　萩原美智子＊＊

　　　　　　　　（＊大阪市大、＊＊大手前女子短大）

１はじめに　外で遊ぶ子が少なく、子供の動きが見え難くなっている。一方、子供の体験

する世界は交通手段を使って移動する範囲やテレビなどの情報から知る世界は広がってい

るが、子供の生活圏はどのような広がりを示すのか、その実態を捉えようとした。その１

では、ある１日の行動範囲を行動目的と距離から明らかにしようと試みた。

２調査概要　大阪近郊の２小学校の２年212名と４年197名の計409名を対象に1999年11月２

日と12月２日に調査した。調査前日の一日についで行動を尋ね移動経路を地図上に求めた。

３結果　地図上の道を辿り実際に移動した距離を測定すると、通学距離はlkm以内が８割で

平均658mであった。通学を含む一日の行動距離は、大人と一緒に行く行動も含めると片道

平均約1.3)011となり、帰宅後も通学距離と同じ程度行動していたことになる、しかし、通学

以外の行動距離がOの子供が35％もいた。遊ぶために出かけた子は約5.5割、習い事が４

割、買い物が１割と、遊びに行く子供は少なく４年生になると更に減る。また遊びに行く

場所は友達の家が４割以上を占める。個人の行動距離の中で各行為の距離が占める率は、

通学がﾌ割弱を占め、習い事１割強、遊びは１割と少ない。帰宅後は家から出かけない子供

が多く存在することが分かった。また子供の１日の行動距離の中で子供が自分の意志で自

由に行動している距離は極めて少ないことが分かった。

2Jp-6　　　　小学生の生活圏　（その2）日常生活行動距離

　　　　　　　北浦かほる＊　　　○萩原美智子＊＊

　　　　　　　　（＊大阪市大、＊＊大手前女子短大）

１はじめに　予定の有無によって子供の行動は大きく異なるので、日常の行動目的と距離

から生活圏の広がりを求めた。日常生活圏については、大人と一緒に行く場所や電車や自

動車など交通手段を使う場所は除き、子供自身が自らの足で行動する範囲を求めた。

２調査概要　子供の生活行動分類の中から外出行動を取りだし、各行動について普段良く

行く場所の具体的な名称をたずね、その位置を地図上に記入してもらった。また各行動に

ついては徒歩・自転車等の交通手段と、大人の同伴を尋ねた。

３結果　目的地までの道のりは、500m以内が過半数で1kmを超える所は1.5割程度と少な

く、平均約550mであった。目的別にみると、通学距離が平均658m、遊び428m、習い事

593mであった。遊び場所は家から遠くなるほど少なくなり、500m以内が７割弱を占め近

くで遊んでいた。各人の行動最大距離は500mから1.5 km圏の範囲に半数が入る。最大距離

の行為目的は、学校（40％）、習い事(25％）、遊び（18％）などで、通学や習い事で広

がっている。自転車で行動する子供は７割みられ、500m以上は自転車が多くなり行動範囲

を広げていた。小学低・中学年の子供が自分の足で行動する日常生活圏の中で遊びの範囲

は狭く、通学や習い事などで広がっていることが分かった。
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